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研究成果の概要（和文）：アルツハイマー病は脳にアミロイドが沈着することにより発症すると考えられてお
り、治療には、脳のアミロイド沈着を確認することが重要である。アミロイド沈着を検出する画像法はアミロイ
ドPETだが、PET装置は広く普及していないなどの点から、日常診療にはあまり適していない。
本研究では、広く普及しているMRIの位相差強調画像(phase difference enhanced imaging: PADRE)を用いてア
ミロイド沈着を検出できるかどうかを検討した。その結果、PADREとアミロイドPETとの相田に有意な相関を認
め、PADREがアミロイドPETをある程度補完できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Alzheimer's disease is believed to be caused by amyloid deposition in the 
brain, and it is important to confirm amyloid deposition in the brain for treatment. The gold 
standard imaging modality to detect amyloid deposition is amyloid PET, but it is not well suited for
 daily practice due to the lack of widespread use of PET equipments. 
In this study, we investigated whether phase difference enhanced MR imaging (PADRE) can be useful to
 detect amyloid deposition. The results of this study showed a significant correlation between PADRE
 and amyloid PET, suggesting that PADRE may complement amyloid PET to some extent.

研究分野： 放射線医学

キーワード： 磁気共鳴画像 (MRI)　アルツハイマー病　アミロイド　陽電子放出断層撮影 (PET)　アミロイドPET　位
相差強調画像　PADRE
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、MRIにより脳のアミロイド沈着がある程度評価できることが明らかになった。アルツハイマー病
の疾患修飾薬（抗アミロイドβ抗体医薬）が本邦でも2023年に発売が開始されたが、この薬剤の治療開始前に脳
のアミロイド沈着をアミロイドPETあるいは髄液検査で確認する必要がある。本研究により、広く普及し侵襲が
ないMRI検査により脳のアミロイド沈着が評価できる可能性が示されたことは、アルツハイマー病の治療・予防
において非常に大きな社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 アルツハイマー病は全認知症患者の半数以上を占める高頻度の疾患で、この疾患の予防・診断・治
療は超高齢化社会にとって大きな社会要請である。アルツハイマー病は脳にアミロイドが沈着すること
により発症すると考えられており、アルツハイマー病の診断および治療には、脳のアミロイド沈着を確認
することが重要である。脳のアミロイド沈着を検出する gold standard の画像法はアミロイド PET だが、
アミロイド PET は、PET 装置が導入されていない施設が多い点、アミロイド PET 用薬剤が高価である
点、放射線被曝が発生する点などから使用が限られており、スクリーニングや日常診療には適さず、広
くは普及していない。研究分担者の米田らはこれまでに、世界にさきがけて、phase difference 
enhanced imaging (PADRE)という進化形の位相差強調画像を開発し、動物実験で脳に沈着したアミ
ロイドの描出に成功していた（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  マウス脳（病理像）       マウス脳（PADRE 像）   

 

 
２．研究の目的 
 PADRE による脳アミロイド沈着描出の感度・正確さについて、アミロイド PET と比較・検討し、有用性
を検討する。 
 
 
３．研究の方法 

アルツハイマー病患者 8 名および年齢をマッチさせた健常ボランティア 10 名を対象とし、高磁場
MRI 装置を用いて、PADRE・拡散強調画像を含めた脳 MRI およびアミロイド PET を撮像した。関心
領域を楔部、楔前部、上前頭回、上側頭回に設定した。PADRE の関心領域における低信号域を定性
的・半定量的に解析した。またアミロイド PET の関心領域における standardized uptake value 
(SUV)比の平均値を計算した。各関心領域における、PADRE の定性的評価、PADRE の判定量的評
価、アミロイド PET の SUV 比の間の相関について Spearman の相関係数を計算した。 
 
 
４．研究成果 
 楔前部において PADRE の定性的評価とアミロイド PET の SUV 比の間に有意な相関を認めた(相
関係数 = 0.5; P 値 = 0.034)。楔部において PADRE の半定量的評価とアミロイド PET の SUV 比の
間に有意な相関を認めた(相関係数 = 0.55; P 値 = 0.02)。 

PADRE はアミロイド PET の SUV 比を予測できる可能性があり、AD の診断における有用性が示唆
された。 

拡散強調画像で計測した脳温度とアミロイド PET の対比についても研究当初は行う予定であったが、
当院のサイクロトロンが故障しアミロイド PET 撮像ができなくなった事情があり十分数のデータが入手で
きなかった。公開されているデータで解析した結果、脳温度とアミロイド PET 所見との間に統計学的に
有意な関係はみられなかった。 
 これらの研究成果は下記の論文に発表した。 
Takita H, Doishita S, Yoneda T, Tatekawa H, Abe T, Itoh Y, Horiuchi D, Tsukamoto T, 
Shimono T, Miki Y. Correlation between Phase-difference-enhanced MR Imaging and 
Amyloid Positron Emission Tomography: A Study on Alzheimer's Disease Patients and 
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Efficacy and toxicity profiles of two chemoradiotherapies for stage II laryngeal cancer ? a
comparison between late course accelerated hyperfractionation (LCAHF) and conventional
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Acta Oto-Laryngologica 883～887

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Okazaki Eiichiro、Matsushita Naoki、Tashiro Mari、Shimatani Yasuhiko、Ishii Kentaro、Hosono
Masako、Oishi Masahiro、Teranishi Yuichi、Iguchi Hiroyoshi、Miki Yukio
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MR imaging and MR cholangiopancreatography of cholangiocarcinoma developing in printing company
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Japanese Journal of Radiology 233～241

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Cystic lesions of the parotid gland: radiologic-pathologic correlation according to the latest
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 １．著者名

10.1007/s11604-017-0693-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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九州神経放射線研究会（招待講演）

第29回日本門脈圧亢進症学会総会（招待講演）

第50回日本磁気共鳴医学会大会（招待講演）

第50回日本磁気共鳴医学会大会（招待講演）

三木幸雄.
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下垂体腺腫のMRI診断: 新WHO分類での疾患名称・コード変更を含めて.

多発性硬化症の診断・治療 Update.

下垂体腫瘍の画像診断: 新(第5版)WHO分類での変更点を含めて.

門脈圧亢進症の治療　門脈圧亢進症に対するIVR領域での対処　肝性脳症を中心として.
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炎症性脱髄疾患のMRI：治療薬の進歩に伴う画像診断のアップデートを含めて.

多発性硬化症の病態解析・治療モニタリングにおけるMRIの役割.

Usefulness of True-FISP Imaging for a Portosystemic Shunt Prior to Occlusion Procedure using IR Treatment.

頭頸部骨病変を有するランゲルハンス細胞組織球症における単発群と多発群間での臨床的画像的差異に関する検討.
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 １．発表者名

 １．発表者名

右顎関節に発生した結節性偽痛風結節の1例.

左側門脈圧亢進症による胃静脈瘤に対して経皮経肝CARTO-Ⅱが奏功した1例.

頭頸部領域の唾液腺癌における隣接する骨の変化の頻度や画像的特徴.

頭蓋底発生異所性甲状腺の一例.

日本医学放射線学会秋季臨床大会

日本医学放射線学会秋季臨床大会
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第1回日本医用画像電子情報・人工知能研究会
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胸部レントゲン写真からの心房細動などの検出.

反転コイル法により心膜横隔静脈を介したCARTOを行った胃静脈瘤の一例.
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 １．発表者名

膵動静脈奇形に伴う門脈圧亢進症に起因した食道静脈瘤破裂に対し動脈塞栓術と経皮経肝的 BRTO を施行した1例.

肝性脳症に対する単一経路の門脈体循環短絡の減流術（血流低下術）の有用性.

透析患者に対する BRTO の治療成績.

耳下腺管に沿った進展が疑われた耳下腺粘表皮癌の一例

 １．発表者名

 １．発表者名
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第71回中部・第72回関西IVR研究会

第71回中部・第72回関西IVR研究会
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 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脂肪吸引後に肺脂肪塞栓症をきたした一例.

Patient-derived tumor xenograft liver rat modelによるInterventional radiology procedure を用いた抗癌剤効果判定試験の実用化に
むけて.

Hirota's grade 5の胃静脈瘤に対して、大口径バルーンカテーテルを使用しB-RTOを施行した一例.

再構成技術を用いたALPS indexの再現性についての検証.

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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ion for perineal laceration: Report of 5 cases.) 第50回日本IVR学会総会

第50回日本IVR学会総会

第50回日本IVR学会総会

 ３．学会等名

小川聡幸, 山本　晃, 寒川悦次, 尾崎正典, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 影山　健, 城後篤志, 三木幸雄.
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堀内大右, 下野太郎, 田北大昂, 山本啓雅, 中嶋康博, 中舎洋輔, 井本和紀, 山田康一, 掛谷　弘, 三木幸雄.

寺山英作, 影山　健, 山本　晃, 城後篤志, 寒川悦次, 原田翔平, 尾崎正典, 野田健仁, 米澤宏記, 村井一超, 小川聡幸, 三木幸雄.

第57回日本医学放射線学会秋季臨床大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

右鎖骨下動脈瘤に対しViabahn を留置した1例.

外腸骨動脈腸管瘻に対して、Viabahn を留置した1例.

COVID-19関連肺アスペルギルス症(COVID-19-associated pulmonary aspergillosis：CAPA)の2例.

産道出血に対してNBCA（n-butyl-2-cyanoacrylate）を用いて止血を得た５例.
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静脈内逸脱した骨セメントを経皮的に回収した一例.

CT ガイド下axial puncture 法で骨盤内膿瘍に経皮的ドレナージを施行した3例.

ラット肝腫瘍評価におけるナノ粒子造影剤（ExiTron nano 12000）による造影CT の有用性.

静脈瘤に対する経皮経肝的静脈塞栓術について.
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ステアリングマイクロカテーテルが有用であった乳児の外傷性肝損傷の1例.

門脈圧亢進症の病態解明～最新の知見と今後の展望～　肘正中皮静脈を介した低侵襲的肝静脈圧較差測定の有用性について.

バッド・キアリ症候群の肝機能変化に対してのALBIスコア評価の有用性.

左胃動脈から供血される胃静脈瘤に対して左胃動脈塞栓術とBRTOを同時に施行した症例.
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ここまでできる!術後感染性合併症に対するIVR　骨盤内膿瘍に対するCT透視ガイド下axial puncture法によるドレナージ術.

脳血管イメージングにおけるAI　当施設での研究を中心に.

食道静脈瘤に対するPTSについての検討.

アテゾリズマブおよびベバシズマブ併用療法後に出血を来たした肝細胞癌肋骨転移に対して塞栓術を施行した一例.
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肝性脳症に対して複数の門脈大循環シャント経路の塞栓を試みた1例.

門脈圧亢進症に対するIVR治療～最新の知見と今後の展望～　門脈圧亢進症症例における門脈血行動態改変による肝予備能の改善について
当院での検討.

繰り返す大動脈腸骨動脈領域の閉塞病変に対してSG 留置後急性閉塞を来した一例.
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偽腔増大傾向を呈する慢性大動脈解離に対してTEVAR および偽腔のプラグ塞栓を施行した一例.

ステントグラフト留置術が有効であった巨大腎動脈瘤の1例.

膝窩動脈領域の吻合部仮性瘤に対しVIABAHN を留置した一例.

仮性肺動脈瘤に対して血管内塞栓術を行った2例.
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肝性脳症に対して複数の門脈大循環シャント経路の塞栓を試みた1例.

上肢に発生したossifying fibromyxoid tumorの1例.

Fresh Blood Imaging を用いた非造影MR Venography による下肢静脈瘤焼灼術前評価の有用性.

小児と傍咽頭間隙から発生した脱分化型脂肪肉腫の1例.
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PR3-ANCA高値を認めた眼窩尖部神経鞘腫の一例.

位相差強調画像(PADRE)とアミロイドPETの相関に関する研究.

腸骨動脈腸管瘻に対して、VIABAHNを留置した2例.

AIによるMRAからの脳動脈瘤検出とDSAのミスレジストレーションからの開放.
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米澤宏記, 寒川悦次, 山本　晃, 山根　心, 森崎晃正, 岡橋沙美, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 中野真理子, 堺
幸正, 三木幸雄.

岡橋沙美, 寒川悦次, 山本　晃, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 三木幸雄.

第55回兵庫県放射線医会総会（招待講演）

第61回日本脈管学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

左側門脈圧亢進症に起因する胃静脈瘤に対してPTSを施行した1例.

脱髄疾患のMRI: 最近の話題を含めて.

Total endovascular therapyで治療し得た慢性解離性大動脈瘤の1例.

腹腔動脈解離に伴った膵十二指腸動脈瘤の一例.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本脈管学会総会

第49回日本IVR学会総会

第49回日本IVR学会総会

野田健仁, 寒川悦次, 山本　晃, 岡橋沙美, 米澤宏記, 尾﨑正典, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 桐谷ゆり子, 藤井弘通, 三
木幸雄.

寒川悦次, 中野真理子, 山本　晃, 米澤宏記, 村上貴志, 岸本憲明, 高橋洋介, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 三
木幸雄.

村井一超, 山本　晃, 原田翔平, 野田健仁, 井上恵太, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 城後篤志, 寒川悦次, 三木幸雄.

小川聡幸, 山本　晃, 原田翔平, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 城後篤志, 三木幸雄.

第49回日本IVR学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

巨大後腹膜腫瘍に合併した腹部大動脈瘤に対してEVARを施行した一例.

アクセス困難な弓部大動脈瘤に対してin situ fenestration法によるZone 0 TEVARを行った1例.

当院での肺腫瘍に対するCT ガイド下ラジオ波凝固療法の成績.

部分的脾静脈塞栓後の門脈系血栓の最大脾静脈径を含めた危険因子の検討.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本IVR学会総会

第49回日本IVR学会総会

第49回日本IVR学会総会

 ３．学会等名

中野真理子, 山本　晃, 影山　健, 城後篤志, 寒川悦次, 小川聡幸, 村井一超, 野田健仁, 米澤宏記, 原田翔平, 三木幸雄.

野田健仁, 影山　健, 山本　晃, 濱浦信成, 原田翔平, 米澤宏記, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 寒川悦次, 城後篤志, 三木幸雄.

米澤宏記, 山本　晃, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 趙　有季, 中野真理子, 影山　健, 濵本晋一, 寒川悦次, 城後篤志, 徳原大介, 神
納敏夫, 三木幸雄.

植田大樹, 山本　晃, 片山　豊, 島﨑覚理, 本条　隆, 影山　健, 三木幸雄.

第49回日本IVR学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

当院でのEpi-cTACE 不応肝細胞癌に対するIA-call/Lipiodol 懸濁液を用いた治療成績.

ウサギ腎穿刺後のトラクト塞栓におけるゲル状塞栓物質（スポンゼル2 シートと造影剤3ml）の有用性の検討.

当院でのFontan 術後患者に対する経静脈的肝生検（TJLB）の有用性に関する後ろ向き検討.

ディープラーニングによる頭部DSA 画像のミスレジストレーションアーチファクトからの開放.

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第79回日本医学放射線学会総会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本IVR学会総会（招待講演）

Ueda D, Yamamoto A, Katayama Y, Shimazaki A, Honjo T, Kageyama K, Miki Y.

原田翔平, 城後篤志, 山本　晃, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 喜多竜一, 西田典史, 神
納敏夫, 三木幸雄.

田北大昂, 下野太郎, 真鍋隆夫, 三木幸雄.

Takita H, Shimono T, Manabe T, Miki Y.

第49回日本IVR学会総会（招待講演）

第49回日本神経放射線学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Deep learning for cerebral DSA to free from misregistration artifacts.

慢性肝外門脈閉塞症により生じた胃静脈瘤に対するB-RTO：2例報告.

後頭蓋窩の髄軟膜増強病変を伴ったSusac症候群の1例.

DWI scoring system for prognosis of acute encephalopathy with biphasic seizures and late reduced diffusion.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本医学放射線学会総会（招待講演）

第78回日本医学放射線学会総会

第78回日本医学放射線学会総会

Miki Yukio

Shimazaki A, Ueda D, Honjo T, Okamoto T, Yamamoto A, Nishiyama N, Izumi N, Tsukioka T, Shimahara Y, Miki Y

Honjo T, Katayama Y, Ueda D, Shimazaki A, Yamamoto A, Miki Y

Sugimoto S, Shimono T, Takeshita T, Yamamoto A, Shindo D, Miki Y.

第78回日本医学放射線学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Imaging Diagnosis of the Pituitary.

Deep Learning for Detecting Lung Cancers in Chest Radiographs.

Evaluation of Calcifications in Mammograms Adopted Super Resolution via Deep Learning.

Clinical and CT Findings of Rice Cake-induced Small Bowel Obstruction in Comparison with Those of Bezoar-induced Small Bowel
Obstruction.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本IVR学会総会

第48回日本IVR学会総会

第48回日本IVR学会総会

 ３．学会等名

村井一超, 濵本晋一, 山本　晃, 大隈智尚, 影山　健, 小川聡幸, 野田健仁, 中野真理子, 城後篤志, 寒川悦次, 三木幸雄.

影山　健, 山本　晃, 城後篤志, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸m 中野真理子, 寒川悦次, 濵本晋一, 三木幸雄.

片山　豊, 植田大樹, 島﨑覚理, 本条　隆, 岸本建治, 市田隆雄, 三木幸雄.

小川聡幸, 山本　晃, 野田健仁, 村井一超, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 城後篤志, 濵本晋一, 三木幸雄.

第75回日本放射線技術学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ウサギVX2肺腫瘍モデルによる、RFAとシスプラチン局所投与の併用療法の有用性の評価.

経皮経肝アプローチ後のトラクト塞栓における塞栓物質（スポンゼル2シート造影剤3ml）の成績.

マンモグラフィに対する超解像を用いた高解像度化.

挙上空腸静脈瘤に対する静脈瘤塞栓術を主体としたIVRとその治療効果についての検討

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第48回日本IVR学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本IVR学会総会

野田健仁, 山本　晃, 大山嘉将, 淺野数男, 寺山英作, 松下和樹, 米澤宏記, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 城
後篤志, 濵本晋一, 三木幸雄.

米澤宏記, 城後篤志, 山本　晃, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 濵本晋一, 寒川悦次, 羽室雅夫, 神納敏夫, 三
木幸雄

濵本晋一, 山本　晃, 村井一超, 野田健仁, 小川聡幸, 中野真理子, 淺野数男, 寺山英作, 米澤宏記, 影山　健, 寒川悦次, 城後篤志, 松
岡利幸, 三木幸雄.

山本　晃, 城後篤志, 羽室雅夫, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 濵本晋一, 神納敏夫, 三木幸雄.

第48回日本IVR学会総会

第48回日本IVR学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

卵巣動脈瘤に対してNBCAを用いてTAEを施行した2例.

脾腎シャント瘤の一例.

肺RFA時の疼痛に対する胸腔内リドカイン投与の有用性についての検討.

バルーンカテーテルのオーバーナイト留置を行わない胃静脈瘤に対するBRTO（CARTO-II）の成績.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本IVR学会総会

第48回日本IVR学会総会

第25回日本血管内治療学会学術総会

城後篤志, 山本　晃, 米澤宏記, 村井一超, 野田健仁, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 濵本晋一, 羽室雅夫, 神納敏夫, 三
木幸雄.

寒川悦次, 中野真理子, 野田健仁, 山根　心, 左近慶人, 藤井弘通, 米澤宏記, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 濵本晋一, 山
本　晃, 三木幸雄.

中野真理子, 寒川悦次, 影山　健, 森崎晃正, 山根　心, 小川聡幸, 山本　晃, 城後篤志, 村井一超, 野田健仁, 米澤宏記, 三木幸雄.

寺山英作, 城後篤志, 西田典史, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 濵本晋一, 神納敏夫, 三
木幸雄.

第26回日本門脈圧亢進症学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ゼラチン細片と5%EOIを混和して行ったB-RTO（GERTO）についての検討.

破裂大動脈瘤に対するEVAR時にSMA塞栓症をきたした1例.

総腸骨動脈尿管瘻の1例.

胃静脈瘤に対して左肋間静脈アプローチでバルーン下逆行性経静脈的塞栓術(B-RTO)を施行した1例

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第26回日本門脈圧亢進症学会総会

第26回日本門脈圧亢進症学会総会

第47回日本磁気共鳴医学会大会（招待講演）

 ３．学会等名

喜多竜一, 城後篤志, 山本　晃, 中西梨紗, 網野　遥, 滝本郁久, 坂本　梓, 米門秀行, 木村　達, 丸澤宏之, 三木幸雄

三木幸雄

城後篤志, 山本　晃, 米澤宏記, 村井一超, 野田健仁, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 寒川悦次, 濵本晋一, 神納敏夫, 三木幸雄.

原田翔平, 影山　健, 城後篤志, 山本　晃, 小川聡幸, 寺山英作, 米澤宏記, 野田健仁, 村井一超, 井上恵太, 中野真理子, 寒川悦次, 濵
本晋一, 三木幸雄

第26回日本門脈圧亢進症学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

門亢症が生命予後に及ぼす影響～門亢症治療は予後を延長し得るか?～　肝内門脈大循環シャントの塞栓術により高アンモニア血症が軽快
した2症例

スムーズかつ論理的に英文を繋げる方法、アクセプトされやすい画像を準備する方法.

新しい塞栓物質とデバイスの登場によるBRTOの新たな展開　ゼラチン細片と5%EOIを混和して行ったB-RTOについての検討

胆管空腸吻合術後の拳上空腸静脈瘤出血および静脈瘤再発と再出血に対して複数回にわたるカテーテル的静脈瘤塞栓術が奏効した1例

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第60回日本脈管学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nara Endovascular Experience and Technology symposium(NEXT2019)

野田健仁, 寒川悦次, 寺山英作, 米澤宏記, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 影山　健, 城後篤志, 山本　晃, 三木幸雄, 森崎晃正.

野田健仁, 寒川悦次, 中野真理子, 米澤宏記, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 濵本晋一, 山本　晃, 岸本憲明, 山根　心, 森
崎晃正, 柴田利彦, 三木幸雄.

中野真理子, 寒川悦次, 山本　晃, 濵本晋一, 城後篤志, 影山　健, 小川聡幸, 村井一超, 野田健仁, 井上恵太, 米澤宏記, 寺山英作, 高
橋洋介, 森崎晃正, 山根　心, 村上貴志, 柴田利彦, 三木幸雄.

岡橋沙美, 寒川悦次, 中野真理子, 出田真一朗, 則政季代, 野田健仁, 村井一超, 小川聡幸, 影山　健, 城後篤志, 濵本晋一, 山本　晃,
三木幸雄.

第60回日本脈管学会総会

第60回日本脈管学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

弓部大動脈置換術(TAR)後に生じた左総頚動脈吻合部仮性動脈瘤と周囲膿瘍に対して頚動脈直接穿刺によりVIABAHNを留置し、経皮的縦隔ド
レナージを行った1例

慢性B型解離性大動脈瘤破裂に対してCandy plug法による偽腔閉鎖中に起こったトラブル症例.

炎症性腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術術後に腰痛が改善した1例

IVR-CTを利用したIACTAによるPAD患者の下肢動脈末梢枝描出の初期経験.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第55回日本医学放射線学会秋季臨床大会

第55回日本医学放射線学会秋季臨床大会

第55回日本医学放射線学会秋季臨床大会
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ストマ静脈瘤に対し直接穿刺にて治療し得た1例.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第31回日本腹部放射線学会

The 4th MS Summer College（招待講演）

第58回日本脈管学会総会

神道太輔, 小山孝一, 立花大和, 田中さやか, 小林亜衣, 下野太郎, 三木幸雄.

三木幸雄.

寒川悦次, 羽室雅夫, 中野真理子, 影山　健, 城後篤志, 濵本晋一, 山本　晃, 三木幸雄.

中野真理子, 羽室雅夫, 寒川悦次, 堺　幸正, 南郷峰善, 山本　晃, 濵本晋一, 城後篤志, 影山　健, 小川聡幸, 村井一超, 三木幸雄.

第58回日本脈管学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

腎由来Cellular Schwannomaの1例.

PMLの画像診断.

膵液瘻に伴う術後出血に対するバイアバーンの初期使用経験.

複数回の治療を要した解離性腹部大動脈瘤の一例.

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本神経学会 第109回近畿地方会（招待講演）

第318回日本医学放射線学会関西地方会

第63回中部・第64回関西IVR合同研究会

 ３．学会等名

米田昌平, 羽室雅夫, 濵本晋一, 山本　晃, 影山　健, 村井一超, 小川聡幸, 中野真理子, 寒川悦次, 城後篤志, 大隈智尚, 松岡利幸, 三
木幸雄.

小川聡幸, 羽室雅夫, 寒川悦次, 村井一超, 中野真理子, 影山　健, 城後篤志, 濵本晋一, 山本　晃, 三木幸雄, 天野亮介.

野田健仁, 坂本真一, 下野太郎, 三木幸雄, 桑江優子, 後藤剛夫.

三木幸雄.

第317回日本医学放射線学会関西地方会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

心臓近傍の肺腫瘍に対するRFAについて.

開腹術中に生じた急性上腸間膜動脈血栓閉塞に対してフォガティースルールメンカテーテルにて血栓除去した1例.

ラトケ嚢胞と頭蓋咽頭腫が混在したトルコ鞍部腫瘤の一例.

脱髄疾患のMRI -最近の話題を含めて.

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Eutope (CIRSE2017)
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第63回中部・第64回関西IVR合同研究会

岡崎真大, 羽室雅夫, 寒川悦次, 中野真理子, 山本　晃, 城後篤志, 濵本晋一, 小川聡幸, 村井一超, 三木幸雄.

三木幸雄.

Miki Y.

Nakano M, Sohgawa E, Hamuro M, Nango M, Jogo A, Hamamoto S, Yamamoto A, Miki Y.

第43回日本脳卒中学会学術集会

International Society International Society for Magnetic Resonance in Medicine 25th Annual Meeting & Exhibition (ISMRM2017)

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Isolated arteryの関与が疑われた転移性肝腫瘍破裂の1例.

加齢性白質病変：最近の話題を含めて.

Role of MR in MS Diagnosis & Management.

Through-and-through wire technique for endovascular treatment with AVP in high-flow renal AVF: a case report.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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メディカル・サイエンス・インターナショナル

 ２．出版社

 ２．出版社

三木　幸雄、山田　惠

田北大昂, 塚本太朗, 三木幸雄.

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

即戦力が身につく脳の画像診断

即戦力が身につく脳の画像診断 脱髄疾患 視神経脊髄炎関連疾患 (症例L2-7).

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

Radiological Society of North America, 103th Scientific Assembly and Annual Meeting (RSNA2017)

Radiological Society of North America, 103th Scientific Assembly and Annual Meeting (RSNA2017)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tatekawa H, Shimono T, Ohasawa M, Doishita S, Sakamoto S, Miki Y.

Takita H, Takeshita T, Shimono T, Tanaka H, Iguchi H, Hashimoto S, Miki Y.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Imaging Features of Benign Mass Lesions in the Nasal Cavity and Paranasal Sinuses: An Update According to the Latest WHO
Classification.

Cystic Lesions of the Parotid Gland: Radiologic-pathologic Correlation with Update of the Latest WHO 2017 Classification of
Head and Neck Tumors.
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 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

井上恵太, 塚本太朗, 三木幸雄.

塚本太朗, 三木幸雄.

塚本太朗, 三木幸雄.

竹内真規子, 塚本太朗, 三木幸雄.

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

即戦力が身につく脳の画像診断 脱髄疾患 急性散在性脳脊髄炎 (症例L2-18).

即戦力が身につく脳の画像診断 脱髄疾患 抗MOG抗体関連疾患 (症例L3-7).

即戦力が身につく脳の画像診断 脱髄疾患 tumefactive MS (症例L2-28).

即戦力が身につく脳の画像診断 脱髄疾患 浸透圧性脱髄症候群 (症例L2-36).
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 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
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森本笑子, 塚本太朗, 三木幸雄.

森本笑子, 塚本太朗, 三木幸雄.

森本笑子, 塚本太朗, 三木幸雄.

 ４．発行年 １．著者名
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 １．著者名
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 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
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 ４．発行年

 ４．発行年
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即戦力が身につく脳の画像診断 てんかん 多小脳回 (症例L2-21).

即戦力が身につく脳の画像診断 てんかん 海馬硬化症 (症例L1-11).
 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

即戦力が身につく脳の画像診断 てんかん 異所性灰白質 (症例L1-21).

即戦力が身につく脳の画像診断 てんかん 限局性皮質異形成 (症例L2-10).

 １．著者名
森本笑子, 塚本太朗, 三木幸雄.
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 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

即戦力が身につく脳の画像診断 てんかん けいれん重責型急性脳症 (症例L3-10).

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 下垂体・傍鞍部の解剖と画像診断の役割.

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 下垂体腺腫.

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 頭蓋咽頭腫

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
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諸岡　慧, 塚本太郎, 三木幸雄.

諸岡　慧, 塚本太郎, 三木幸雄.
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 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

-

423

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 リンパ球性下垂体炎.

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 Tolosa-Hunt症候群.

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 海綿静脈洞の海綿状血管腫.

 １．著者名

 １．著者名

頭部画像診断の勘ドコロNEO 疾患編 10 下垂体・傍鞍部 ラトケ嚢胞.

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名

 １．著者名
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学研メディカル秀潤社

学研メディカル秀潤社

坂本真一, 三木幸雄.

土井下怜, 三木幸雄.

立川裕之, 三木幸雄.
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【よくわかる脳MRI（第4版）】脱髄 撮像法のポイントと読影の留意点.

【よくわかる脳MRI（第4版）】下垂体・傍鞍部 鞍上部くも膜嚢胞.

【よくわかる脳MRI（第4版）】下垂体・傍鞍部 Empty sella（トルコ鞍空洞症）.

【よくわかる脳MRI（第4版）】下垂体・傍鞍部 下垂体細胞腫／顆粒細胞腫／紡錐形細胞オンコサイトー
マ.

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
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 １．著者名
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立川裕之, 三木幸雄.

土井下怜, 三木幸雄.

立川裕之, 三木幸雄.

土井下怜, 三木幸雄.
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 ５．総ページ数

よくわかる脳MRI（第4版）】脱髄 多発性硬化症（1）.

よくわかる脳MRI（第4版）】脱髄 多発性硬化症（2）腫瘍様にみえる脱髄疾患.

【よくわかる脳MRI（第4版）】脱髄 視神経脊髄炎関連疾患.

【よくわかる脳MRI（第4版）】脱髄 抗MOG抗体関連疾患, 抗MOG抗体脳脊髄炎.

 １．著者名

 １．著者名
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三木幸雄, 佐藤典子 編集.

横田悠介, 伏見育崇, 三木幸雄.
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下垂体の画像診断  撮像方法 下垂体のMRI・CT撮像条件 -MRI-.

下垂体の画像診断  撮像方法 下垂体のMRI・CT撮像条件 -CT-.

下垂体の画像診断  正常像 -前葉-.

 １．著者名

 １．著者名

下垂体の画像診断
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下垂体の画像診断 頭蓋咽頭腫・ラトケ嚢胞.

下垂体の画像診断 正常像 -下垂体柄-.

下垂体の画像診断 腫瘍性疾患 -下垂体腺腫-.

下垂体の画像診断 下垂体腺腫の出血・下垂体卒中.
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 ３．書名
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下垂体の画像診断 下垂体細胞腫.

下垂体の画像診断 下垂体過形成と下垂体外疾患による下垂体腫大を呈する病態.

下垂体の画像診断 下垂体膿瘍.
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